
のばそう！ 健康寿命、担おう！ 地域づくりを

e スポーツ体験会

eスポーツ体験会

出前講座（ミュージック・ケア） 出前講座（モルック）

出前講座（公式ワナゲ）

出前講座（高齢者の心と体）

私たちは、奈良県老人クラブ連合会の活動を応援しています

金属・非金属・電線・銅

葛城市中戸２９７－１
TEL0745ー60ー5760

春香金属興業株式
会社

家のかたづけ・解体
高価買取

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
● ● ● ● ● ●
● ● ● × ● ×

日・祝
×
×14 00 ～： 17 00：

● × ● × ● × ×17 00 ～： 19 00：

9 00 ～： 12 00：

医療法人 南平整形外科

南平整形外科リウマチ科
整形外科・リウマチ科・リハビリテーション科

葛城市尺土9－10 あすかビル 1階
（近鉄南大阪線尺土駅南 徒歩1分）
0745ー48ー5028

内科・外科・消化器内科・整形外科
リハビリテーション科・小児外科

１4００～： １6００：
8 3０～： １２００：
診 療 時 間

１6 3０～： １9 3０：

月 火 水 木 金 土
● ● ● ／ ●
大腸内視鏡 ／ 大腸内視鏡

日・祝
／
／

● ● ● ／ ● ／ ／

◎
～13：00

・胃カメラ・エコーは8：00から（予約制）
経鼻胃カメラ鎮静下大腸内視鏡、訪問診療行っています
北葛城郡王寺町
元町2丁目2479ー1 0745ー72ー1618

ど ん ご

土庫病院
社会医療法人 健生会

院長　吉川 周作
○主な診療科目
   内科/大腸肛門科/消化器内科/救急科/小児科

大和高田市日之出町12－3
☎ 0745－53－5471

https://kenseikai-nara.or.jp

13 3０～： 15００：
９ ００～： １２3０：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
● ◇ ● ▲ ● ●
／ 手術 ／ ／ 手術

（不定） ／
15 3０～： 18００： ● ● ● ／ ／ ☆

日・祝
／
／
／

▲…第1、3、5週の診療  ◇…9:00～11:30  ☆…14:00～16:00

たむら眼科クリニック
Tamura Eye Clinic

日帰り手術(白内障 緑内障）、眼科一般

近鉄大阪線「大和高田」駅直結 駐車場完備（500台分）

0745ー25ー2288トナリエ大和高田3階
大和高田市幸町3ー18

外科・整形外科・形成外科・脳神経外科
内科・胃腸内科・リハビリテーション科

☎0745ー72ー3101㈹

●内科 ●外科 ●整形外科 ●形成外科 ●脳神経外科
●リハビリテーション科 ●胃腸内科

恵 王 病 院
医療法人 果恵会

北葛城郡王寺町王寺
2ー10ー18

3
国保中央病院は、川西町・三宅町
田原本町・広陵町の4町によって
設立された自治体病院です。

KOKUHO CHUO HOSPITAL

田原本町宮古 404ー 1

内科・外科・整形外科・小児科・皮膚科・泌尿器科
放射線科・麻酔科・緩和ケア科・リハビリテーション科
心療内科・訪問看護ステーション

0744（32）8800☎

社会福祉法人   陽幸会
特別養護老人ホーム

・ ショートステイ
・ デイサービス

葛城市平岡４４１－１

0745ー44ー8001
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大椿寿
奈良県老人クラブ連合会　広報紙

大
だいちんじゅ

椿寿
荘子よりの引用。八千歳を春とし、
八千歳を秋とするという木で、長寿
を祝う意味。

一般財団法人
奈良県老人クラブ連合会
〒 634-0061
奈良県橿原市大久保町 320-11

発行人　中村　秀雄
TEL（0744）29-0166

■編集協力
　株式会社 博報社
　〒 547-0026
　大阪府大阪市喜連西 4-6-69

TEL（06）6797-0212



令
和
六
年
度《
活
動
基
本
方
針
》

⒈
メ
イ
ン
テ
ー
マ

（
平
成
26
年
度
～
）

「
の
ば
そ
う
！ 

健
康
寿
命
、

担
お
う
！ 

地
域
づ
く
り
を
」

〈
健
康
寿
命
〉

○�

健
康
寿
命
を
伸
ば
し
、
自
立

し
た
生
活
、
生
き
が
い
の
あ

る
生
活
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

○�

仲
間
や
地
域
の
高
齢
者
と
と

も
に
継
続
的
な
健
康
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
。

〈
地
域
づ
く
り
〉

○�

他
世
代
や
関
係
団
体
と
連
携

し
て
安
全
・
安
心
の
住
み
よ

い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

○�

元
気
高
齢
者
の
知
識
・
経
験
・

活
力
を
生
か
す
場
づ
く
り
・

機
会
づ
く
り
を
広
げ
ま
す
。

⒉�

第
五
十
二
回
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
宣
言
事
項
の
実
践

（
令
和
五
年
十
一
月
八
日
）

⒊
重
点
項
目

⑴
会
員
増
強
へ
の
取
組
み

　

依
然
と
し
て
、
会
員
の
減
少

及
び
単
位
ク
ラ
ブ
の
解
散
・
活

動
休
止
の
傾
向
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
引
き
続
い
て
、

会
員
増
強
運
動
を
継
続
し
ま

す
。

⑵�
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現

に
向
け
た
取
組
の
推
進

　

団
塊
の
世
代
（
昭
和
二
十
二

年
～
昭
和
二
十
四
年
生
ま
れ
）

の
す
べ
て
の
人
が
七
十
五
歳
を

迎
え
「
二
〇
二
五
年
問
題
」
と

い
わ
れ
る
本
格
的
な
超
高
齢
社

会
が
到
来
し
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
、
四
月
以
降

に
は
、「
地
域
共
生
社
会
」
の

取
組
み
に
お
い
て
、
包
括
的
に

対
応
し
て
い
く
た
め
の「
孤
独
・

孤
立
対
策
推
進
法
」
と
「
認
知

症
基
本
法
」が
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
法
の
趣
旨
や
理
念
を

踏
ま
え
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
生
き
が
い
を
持
っ
て

暮
ら
し
、
共
に
支
え
合
う
「
地

域
共
生
社
会
」の
実
現
に
向
け
、

次
の
課
題
に
つ
い
て
の
取
組
み

を
推
進
し
ま
す
。

ア
　�

高
齢
者
の
孤
独
・
孤
立
を

防
ぐ
仲
間
づ
く
り
活
動
の

展
開

　

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の

意
義
や
有
効
性
に
つ
い

て
、
広
く
地
域
の
人
々
に

周
知
を
図
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
の
孤
独
・
孤
立
を

防
ぐ
た
め
に
、
健
康
づ
く

り
活
動
や
支
え
合
い
活

動
な
ど
具
体
の
活
動
へ

の
参
加
を
呼
び
か
け
、
仲

間
づ
く
り
を
進
め
る
。

イ
　�
認
知
症
の
正
し
い
知
識
・

理
解
の
普
及
と
認
知
症
の

人
や
そ
の
家
族
の
暮
ら
し

を
支
え
る
取
組

　

認
知
症
に
な
っ
て
も

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
地
域
づ
く

り
に
向
け
、
認
知
症
や
認

知
症
の
人
に
対
す
る
正

し
い
知
識
・
理
解
を
普
及

す
る
と
と
も
に
、
認
知
症

の
人
や
そ
の
家
族
の
暮

ら
し
を
支
え
る
た
め
、
見

守
り
や
声
か
け
、
サ
ロ
ン

や
趣
味
活
動
へ
の
お
誘

い
な
ど
に
取
り
組
む
。

ウ
　�

関
係
団
体
と
連
携
し
た
生

活
課
題
・
地
域
課
題
へ
の

対
応

　

保
健
・
介
護
・
福
祉
等

の
基
盤
確
保
、
移
動
や
情

報
通
信
等
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
、
防
犯
・
防
災
上
の
安

全
対
策
な
ど
、
高
齢
化
、

都
市
化
・
過
疎
化
に
よ
っ

て
顕
在
化
す
る
様
々
な
課

題
に
対
し
、
地
方
公
共
団

体
、
町
内
会
・
自
治
会
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
そ
の
他

の
関
係
機
関
・
団
体
と
連

携
・
協
働
し
て
、
こ
れ
ら

の
解
消
に
向
け
た
取
組
み

を
進
め
る
。

新
任
役
員

役
職

氏
名

市
郡

代
表
理
事

副
会
長

植
田　

紘
一

橿
原
市

副
会
長

野
口　

敏
雄

桜
井
市

副
会
長

中
田　

勝
久

天
理
市

副
会
長

藤
田　

照
子

女
性
部
会
部
会
長

理　

事

文
栄　

信
也

大
和
郡
山
市

理　

事

北
野　

昌
紀

香
芝
市

理　

事

島
田　

好
昭

葛
城
市

理　

事

萩
原　

德
一

宇
陀
郡

理　

事

松
田　

静
代

女
性
部
会
副
部
会
長

理　

事

梅
本
惠
似
子

女
性
部
会
副
部
会
長

監　

事

岡
本　

太
三

大
和
高
田
市

監　

事

中
辻　

良
一

五
條
市

退
任
役
員

役
職

氏
名

市
郡

代
表
理
事

副
会
長

小
高　
　

亨

大
和
郡
山
市

副
会
長

中
村　

康
雄

香
芝
市

副
会
長

黒
飛　

文
子

女
性
部
会
部
会
長

理　

事

岡
本　

太
三

大
和
高
田
市

理　

事

中
辻　

良
一

五
條
市

理　

事

村
井　

宣
夫

葛
城
市

理　

事

西
谷　
　

勉

宇
陀
郡

理　

事

藤
井　

節
子

女
性
部
会
副
部
会
長

監　

事

中
田　

勝
久

天
理
市

監　

事

野
口　

敏
雄

桜
井
市

退
任
評
議
員

役
職

氏
名

市
郡

評
議
員

大
橋　

明
子

田
原
本
町

評
議
員

萩
原　

德
一

曽
爾
村

評
議
員

平
井　

久
輝

下
北
山
村

評
議
員

中
本　

貞
司

上
北
山
村

一般財団法人 奈良県老人クラブ連合会
変更役員・評議員紹介

⒈�

健
康
長
寿
を
め
ざ
す
「
健

康
活
動
」
の
推
進

⒉�

暮
ら
し
を
見
守
る
「
支
え

あ
い
活
動
」
の
展
開

⒊�

高
齢
期
を
豊
か
に
す
る

「
生
き
が
い
活
動
」
の
充

実
⒋�

あ
ら
ゆ
る
世
代
と
連
携
し

た
「
地
域
貢
献
活
動
」
の

推
進

⒌�

高
齢
者
の
尊
厳
が
守
ら
れ

る
「
社
会
保
障
制
度
」
の

確
立

新
任
評
議
員

役
職

氏
名

市
郡

評
議
員

竹
村　

三
良

田
原
本
町

評
議
員

青
海　

康
夫

御
杖
村

評
議
員

山
本　

静
夫

下
北
山
村

評
議
員

仲
村　
　

純

上
北
山
村

私たちは、奈良県老人クラブ連合会の活動を応援しています

打ち上げ花火が歴史に登場したのは、江戸時代です。当時は全国的な凶作と江戸の疫病流行で多くの死者が出てい
たため、幕府はその慰霊と悪疫退散をかねて両国で水神祭を開催しました。
この時に余興で打ち上げられたのが打ち上げ花火の始まりだと言われています。しかし、当時は花火大会と言っても
たった20発ほどしか上がらなかったようです。

打ち上げ花火が歴史に登場したのは、江戸時代です。当時は全国的な凶作と江戸の疫病流行で多くの死者が出てい
たため、幕府はその慰霊と悪疫退散をかねて両国で水神祭を開催しました。
この時に余興で打ち上げられたのが打ち上げ花火の始まりだと言われています。しかし、当時は花火大会と言っても
たった20発ほどしか上がらなかったようです。

掛け声「たまや～」の由来は
いったい何なの！？
隅田川花火大会の前身、両国花火大会
で花火師「玉屋」「鍵屋」が競演し、これ
を応援するための掛け声
が「たまや～」「かぎや～」
だったのです。

～花火memo～
日本の夏の風物詩 打ち上げ あれこれ打ち上げ あれこれあれこれ打ち上げ

北葛城郡上牧町上牧 899ー7
（0745）76ー3450

たかだ合同事務所
司 法 書 士  西  尾  信  治
行 政 書 士  堀  井  大  悟

〒635-0096　大 和 高 田 市 西 町２番１０号
T E L ( 0 7 4 5)  2 3 ー 3 5 9 1
F A X ( 0 7 4 5)  2 3 ー 3 2 7 2

https ://www.takada-goudou.com

交 通 事 故
相続・遺言
成 年 後 見

離 　 　 婚
債 務 整 理

など

一法律事務所
はじめ

弁護士 射場守夫
大和高田市大字大中98ー1 おがわビル2階
TEL 0745ー25ー3351 FAX 0745ー25ー3352

未来に残す地球環境未来に残す地球環境
●産業廃棄物中間処理  ●産業廃棄物(建設廃棄物)収集・運搬  ●一般廃棄物収集・運搬

産業廃棄物処理許可番号009597号

南部環境開発株式会社
ISO14001:2015認証取得

代表取締役　 北 川 秀 修
〒636－0246 奈良県磯城郡田原本町千代580番地の4

TEL.(0744)33ー1003㈹　FAX.(0744)33ー2425 ㈹
URL　ｈｔｔｐs：//ｗｗｗ.nanbu-kk.co.jp/

大
だい

 椿
ちん
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じゅ
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県
老
連
で
は
出
前
講
座
お

よ
び
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
出
張
体
験

会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
で
会
場
を
設
定
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
講
師
を
派
遣

い
た
し
ま
す
。
単
位
ク
ラ
ブ

で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
各
市
町
村
老
連
を
通
し

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
上

限
を
超
え
る
場
合
は
お
断
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

◎
出
前
講
座

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
系
の
講

習
会
、
文
化
系
の
講
座
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

で
体
を
動
か
す
の
も
よ
し
、

講
座
で
学
ぶ
の
も
よ
し
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

主
な
項
目
は
別
表
の
通
り

で
す
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

◎
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
出
張
体
験
会

　

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
、
ビ
デ
オ

ゲ
ー
ム
等
を
ス
ポ
ー
ツ
競
技

と
し
て
捉
え
た
も
の
で
す
。

体
験
で
は
太
鼓
を
叩
く
ゲ
ー

ム
や
ボ
ー
リ
ン
グ
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ゲ
ー
ム

は
「
あ
ま
り
…
」
と
思
わ
ず

一
度
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
楽
し
い
で
す
よ
！

2024（令和6）年度　県老連　今後の主な行事予定

開催予定月日（曜日） 時　間 名　称 場　所
8 月 28 日㈬ 10 時～ 高齢者健康マージャン大会　※参加申込締切日 8 月 2 日㈮ 県社会福祉総合センター
9 月 6 日㈮ 10 時～ 老人福祉功労者等表彰式 奈良県バスターミナル
9 月 12 日㈭ 13 時 30 分～ 理事会（第 64 回）　　 県社会福祉総合センター

9月15日㈰～21日㈯ 老人の日・老人週間
9 月 19 日㈭ 9 時～ ゲートボール大会【雨天時 9月20日㈮】　※参加申込締切日 8月7日㈬ 橿原公苑　陸上競技場
9 月 20 日㈮ 老人クラブ全国一斉「社会奉仕の日」 各市町村老連
10 月 2 日㈬ 9 時 20 分～ ペタンク大会【雨天時 10月8日㈫】　※参加申込締切日 9月6日㈮ 橿原運動公園　まほろば広場
10 月 11 日㈮ 9 時～ パークゴルフ大会①　※参加申込締切日 9月13日㈮ 広陵パークゴルフコース
10 月 18 日㈮ 8 時～ ゴルフ大会　※参加申込締切日 9月20日㈮ 奈良若草カントリー倶楽部
10 月 25 日㈮ 13 時～ 老人クラブ指導者研修会 県社会福祉総合センター
11 月 1 日㈮ 第 11 回健康ウォーキング　※参加申込締切日 10月10日㈭
11 月 6 日㈬ 10 時～ グラウンド・ゴルフ大会【雨天時 11月7日㈭】　※参加申込締切日 9月30日㈪ 橿原公苑　陸上競技場
11 月 15 日㈮ 10 時～ 第 12 回健康ウォークラリー大会　※参加申込締切日 10月25日㈮ 高取町老連・明日香村老連

11月20日㈬～21日㈭ 全国老人クラブ大会 神奈川県
11月27日㈬～12月17日㈫ 10 時～ 介護予防・健康づくりリーダー養成講座（開講式）　※受講申込締切日 11月1日㈮ 県社会福祉総合センター

11 月 29 日㈮ 9 時～ パークゴルフ大会②　※参加申込締切日 9月13日㈮ 広陵パークゴルフコース

12 月 17 日㈫ 10 時～ 15 時 介護予防・健康づくりリーダー養成講座（公開講座）
軽スポーツ講習会　※参加申込締切日 11月29日㈮ 県社会福祉総合センター

2 月 13 日㈭ 13 時 30 分～ 県老連女性部会活動研修会 県社会福祉総合センター
3 月 5 日㈬ 13 時 30 分～ 理事会（第65回） 県社会福祉総合センター
3 月 13 日㈭ 13 時 30 分～ 女性部会常任委員会 県社会福祉総合センター

※上記の日程及び会場は、まだ予定ですので変更になる可能性があります。ご注意ください。

※上記以外でも希望があれば気軽にご相談ください。

文化系 ニュースポーツ系

シニア世代のスマートフォン教室 公式ワナゲ

アクティブシニアの栄養補給 マグダーツ

論語に学ぶ スカットボール

高齢者の交通安全教室 フロアカーリング

歯・栄養指導（地域巡回講座） ボッチャ

高齢者の心と身体 囲碁ボール

ミュージック・ケア（音楽療法） トリコロキューブ

体を動かす健康学　新 モルック

心身の機能低下とオーラルフレイル　新 スカイクロス

延ばそう！健康寿命　新 ペタンク

笑いの健康効果　新 グラウンド・ゴルフ
太鼓の達人

出前講座・講習会　主な項目

「まごわやさしい」とは？「まごわやさしい」とは？

まめ（豆製品）
大豆・みそ・豆腐などま

や

ご わ

さ し い

ごま（種実類）
ごま・ナッツなど

わかめ（海藻類）
わかめ・ひじき・のりなど

やさい（野菜類）
葉野菜・根菜など、
赤・緑・白の野菜

いも（イモ類）
ジャガイモ・サトイモ
カボチャなど

しいたけ（きのこ類）
シイタケ・エノキタケ
マッシュルームなど

さかな（魚類）
切り身・貝類など

～栄養バランスの良い食事を取りましょう～

まご わ や さし い
健康に役立つ和の食材の頭文字を
語呂合わせにしたものです。「まごわ
やさしい」が示す食品を１日１回は取
り入れましょう。グラム数などの計算
はいりません。食事に足りていないも
のを少しプラスするだけでＯＫです。
「ご飯にごまを混ぜる」等、普段の食
事に色々な食材を加えてみましょう。

健康に役立つ和の食材の頭文字を
語呂合わせにしたものです。「まごわ
やさしい」が示す食品を１日１回は取
り入れましょう。グラム数などの計算
はいりません。食事に足りていないも
のを少しプラスするだけでＯＫです。
「ご飯にごまを混ぜる」等、普段の食
事に色々な食材を加えてみましょう。
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奈
良
県
で
は
、『
高
齢
者
が

健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
活

躍
を
続
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
奈
良
県
を
目
指
す
』
こ
と
を

基
本
理
念
と
し
て
、
本
年
三
月

に
新
た
に
計
画
を
策
定
し
、「
高

齢
者
の
社
会
参
加
」、「
健
康
増

進
や
介
護
予
防
の
取
組
と
強

化
」
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
の
展
開
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
に
制
定
し
た
、「
奈

良
県
高
齢
者
が
社
会
参
加
し
、

い
き
い
き
と
活
動
す
る
こ
と
を

促
進
し
て
活
力
あ
る
長
寿
社
会

の
実
現
を
図
る
条
例
」
に
基
づ

き
、「
高
齢
者
が
社
会
参
加
し
、

い
き
い
き
と
活
動
で
き
る
環
境

づ
く
り
」、「
県
民
等
へ
の
啓
発
」

お
よ
び
「
人
材
育
成
」
の
三
つ

の
施
策
を
展
開
の
柱
と
し
て
、

関
係
機
関
等
と
連
携
・
協
力
し
、

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
施
策
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

�

高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
９
期
介

護
保
険
事
業
支
援
計
画
・
認
知

症
施
策
推
進
計
画
の
概
要

　

高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
二
〇
四
〇
年
を
見
据
え
、

高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
を

持
っ
て
活
躍
し
、
い
つ
ま
で
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
奈
良
県
を
目
指
し
、

令
和
六
年
三
月
に
奈
良
県
高
齢

者
福
祉
計
画
・
第
９
期
介
護
保

険
事
業
支
援
計
画
・
認
知
症
施

策
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
計
画
は
、
令
和
六
年

一
月
に
「
共
生
社
会
の
実
現
を

推
進
す
る
た
め
の
認
知
症
基
本

法
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
認
知
症
の
人
が
地
域
で
自

分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
認
知

症
施
策
推
進
計
画
と
し
て
も
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
と
そ
の
家
族
を
含
む

す
べ
て
の
県
民
が
、
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
医
療
や
介
護
な
ど
の
生

活
に
欠
か
せ
な
い
サ
ー
ビ
ス
が

包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・

推
進
」
と
、
制
度
が
将
来
に
わ

た
り
安
定
的
に
運
営
さ
れ
る
よ

う
「
介
護
保
険
制
度
の
持
続
可

能
性
の
確
保
」
を
基
本
の
柱
と

し
て
着
実
に
施
策
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

〈
高
齢
者
の
社
会
参
加
へ
の
取
組
〉

◦
高
齢
者
が
就
労
し
や
す
い
環

境
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
非
営
利

活
動
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど

地
域
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
、
生
涯
学
習
や
社

会
教
育
な
ど
、
高
齢
者
が
学
び

や
す
い
環
境
、
文
化
活
動
や
ス

ポ
ー
ツ
活
動
に
親
し
む
こ
と
の

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

◦
市
町
村
の
生
活
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地
域
支
え
合
い

推
進
員
）
等
の
活
動
の
充
実
、

支
え
合
い
の
活
動
等
へ
の
高
齢

者
の
参
加
を
推
進
し
、
誰
も
が

役
割
を
持
っ
た
お
互
い
様
の
関

係
が
成
り
立
つ
支
え
合
い
の
地

域
づ
く
り
を
図
っ
て
い
ま
す
。

◦
県
民
等
に
対
し
、
高
齢
者
が

社
会
参
加
し
、
い
き
い
き
と
活

動
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
周
知

し
、
活
動
を
支
え
る
人
材
の
育

成
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

〈
健
康
増
進
や
介
護
予
防
の
取

組
と
強
化
〉

　

住
民
が
自
身
の
興
味
や
関
心

に
合
っ
た
社
会
参
加
の
機
会
を

持
ち
、
そ
れ
に
よ
り
健
康
増
進

や
介
護
予
防
に
寄
与
す
る
場
と

し
て
、「
多
様
な
通
い
の
場
（
月

に
一
回
以
上
、
体
操
や
趣
味
活

動
な
ど
が
行
わ
れ
る
サ
ロ
ン
や

サ
ー
ク
ル
等
）」
へ
の
参
加
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

通
い
の
場
は
、
地
域
の
住
民

同
士
が
気
軽
に
集
い
、
一
緒
に

活
動
内
容
を
企
画
し
、
ふ
れ
あ

い
を
通
し
て
「
生
き
が
い
づ
く

り
」「
仲
間
づ
く
り
」
の
輪
を

広
げ
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

県
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
専
門
職
等
が
市
町
村
・
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
な
が
ら
、
通
い
の
場
等
の
介

護
予
防
の
取
組
に
関
与
す
る
仕

組
み
づ
く
り
や
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
通
し
て
参
加
者
や

通
い
の
場
が
継
続
的
に
拡
大
し

て
い
く
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
い
つ

ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
今
後
も
市
町
村
や
関
係

機
関
と
緊
密
な
連
携
・
協
力
の

も
と
支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。

県の高齢者福祉対策の概要

2024年大河ドラマ「光る君へ」源氏物語宇治十帖の舞台を歩く
コース内容　宇治源氏物語ミュージアムから世界遺産宇治平等院（10円玉の景色）を楽しむ

☆
第
11
回
　
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
☆

　

＊
実
施
日
　
令
和
六
年
十
一
月
一
日
㈮

申込締切日
令和 6 年

10 月 10 日

　

今
回
の
日
帰
り
旅
行
は
、
京
都
宇
治
方
面
に
出
向
き
ま
す
。

大
河
ド
ラ
マ
の
世
界
観
を
味
わ
い
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
周
辺
の
散
策
を
し
ま
す
。

◆お申し込みは、下記にお送りください。　※記入内容…住所・氏名・年齢・電話番号（FAX 番号）・乗車場所
　送り先　往復はがきの場合　〒 634-0061　橿原市大久保町 320-11　奈良県老人クラブ連合会　健康ウォーキング係　宛て
　　　　　FAX の場合　　健康ウォーキング係　宛て　　FAX 番号　0744-29-0167

奈良県各地　　　バス　　　源氏物語ミュージアム　　　与謝野晶子歌碑　　　宇治上神社　　

　　宇治神社　　　宇治十帖モニュメント　　　十三重石塔　　　宇治塔川（昼食・買い物）　　

　　宇治平等院（鳳翔館と庭園）　　　バス　　　奈良県各地　

①橿原神宮前　8：30　　　　　　　　　　　　11：00 ～見学　　　　11：35　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世界遺産
②奈良県社会福祉総合センター　8：40
③大和八木駅南出口（ローソン前）　8：50
④大和西大寺駅南出口　10：00

①大和西大寺駅南出口　15：20
②大和八木駅南出口（ローソン前）　16：20
③奈良県社会福祉総合センター　16：30
④橿原神宮前　16：40 頃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12：15　　　　　　　　　13：20

　　　　13：30　　　　　　　　　　　14：20

参加費用　おひとり様　7,000 円　※交通費、入館料、昼食代（喜撰茶屋）、旅行傷害保険代を含みます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 ※添乗員は同行しますが、バスガイドは付きません。

乗り場が
増えました

私たちは、奈良県老人クラブ連合会の活動を応援しています

大
だい
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■開催日
A. 令和 6 年 10 月 11 日㈮ 9：00 ～ 12：00（受付 8：30 ～ 9：00）
B. 令和 6 年 11 月 29 日㈮ 9：00 ～ 12：00（受付 8：30 ～ 9：00）
■場所　広陵パークゴルフコース　北葛城郡広陵町百済 2438-1　

TEL0745-55-8957
■定員　両日ともに先着 120 名
■参加費　老人クラブ会員 300 円／一般高齢者 500 円
■プレー代　広陵町、香芝市及び田原本町佐味在住の方 200 円／上記以
外に在住の方 500 円　※クラブ・ボールレンタル料別途 100 円
■申込方法　参加申込書は、県老連ホームページに掲載。
往復はがき、FAX、メールいずれかで奈良県老人クラブ連合会事務局へ（参
加費等は大会当日徴収）

※記載事項
①氏名（フリガナ）②住所③電話番号④ FAX 番号⑤年齢（生年月日）⑥
所属老人クラブ⑦パークゴルフ経験の有無⑧クラブ・ボールレンタルの有
無⑨参加日（A か B、どちらでもの方は C）をご記入の上、申し込みくだ
さい。お一人様いずれか 1 回しか申し込みできません。※電話での申し
込みは受け付けません
■申込締切　令和 6 年 9 月 13 日㈮　当日消印有効
　ただし定員に達した時点で申し込みを締め切ります。
※令和 6 年 9 月 25 日㈬までに決定通知をします。
※大会前日の夜 7 時前の NHK 天気予報で、奈良県
北部の午前の降水確率が 70% 以上の時及び警報が
発令されている時は中止。

第4回 パークゴルフ大会

■開催日　令和 6 年 8 月 28 日㈬ 10：00 ～ 16：00
　　　　　（受付 9：30 ～ 10：00）
■場所　県社会福祉総合センター 5F 大会議室
■参加対象／定員　老人クラブ会員・県内在住の一般高齢者／ 80 名（先
着順）

■参加費　老人クラブ会員 1,500 円／一般高齢者 2,000 円
※昼食は各自ご用意ください。
■申込方法　往復はがきを使用し、住所、氏名（フリガナ）、年齢（生年月日）、
電話番号、所属クラブ名を記入（返信部分には、住所・氏名のみ記入。は
がき 1 枚につき 1 名の記入）※団体での申込および電話・FAX での申込
は受け付けません。
■申込締切　令和 6 年 8 月 2 日㈮　当日消印有効

高齢者健康マージャン大会

■開催日　令和 6 年 10 月 18 日㈮
■場所　奈良若草カントリー倶楽部（奈良市下深川町 850-6）
■参加対象／定員　老人クラブ会員・県内在住の一般高齢者／ 100 名程
度（18H プレーできる方）（申込多数の場合抽選）※キャディなし
■プレー代　10,390 円（昼食・懇親会費・消費税込）
　別途ロッカー・風呂使用料　385 円（消費税込）必要

■参加費　老人クラブ会員 1,000 円／一般高齢者 1,500 円
■申込方法　往復はがきを使用し、住所、氏名（フリガナ）、年齢（生年
月日）、電話番号、所属クラブ名を記入（返信部分
には、住所・氏名のみ記入。はがき 1 枚につき 1
名の記入）※団体での申込および電話・FAX での
申込は受け付けません。
■申込締切　令和 6 年 9 月 20 日㈮

県老連 ゴルフ大会

大会スローガン　歩いてつくろう、百歳元気！
「いにしえの歴史遺産を巡るコース」
「高取町・明日香村方面」で開催
主催…（一財）奈良県老人クラブ連合会
主管…高取町老人クラブ連合会・明日香村老人クラブ連合会
■開催日　令和 6 年 11 月 15 日㈮（小雨決行・荒天中止）午前 9：30 ～
※当日朝 7 時の時点で奈良県北部の午前の降水確率が 70% 以上の時及び
警報が発令されている時は中止。

■募集チーム数　総勢 60 チーム
各市町村老連 3 チーム以内（それ以上は応相談）／一般高齢者チーム若
干数　※チーム構成…4 人で 1 チーム（性別問わず）
■参加費　会員チーム 3,000 円／ 1 チーム
一般高齢者チーム 4,000 円／ 1 チーム
■応募方法　会員チーム…各市町村老連より所定の用紙で県老連に申込く
ださい。一般高齢者チーム…往復はがきにチーム名、4 人の住所・氏名・
年齢・性別・TEL・リーダー名を記入し県老連に申込ください。
■申込締切　令和 6 年 10 月 25 日㈮

第12回 県老連 健康ウォークラリー大会

個人情報は各大会のみに使用します。

◆申込先・問い合わせ先　〒634-0061　橿原市大久保町320-11奈良県社会福祉総合センター4F　
　　　　　　　　　　　　　　（一財）奈良県老人クラブ連合会　○○大会　係　（※○○には、申し込む大会名を記入してください）
　　　　　　　　　　　　　　TEL：0744-29-0166　／　FAX：0744-29-0167　／　Mail：nkrr167@oak.ocn.ne.jp

私たちは、奈良県老人クラブ連合会の活動を応援しています
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小
学
生
の
こ
ろ
「
手
工
」
と

い
う
課
目
が
あ
っ
た
。
手
工
は

大
好
き
。
無
形
か
ら
有
形
が
生

ま
れ
る
。素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
。

現
在
も
趣
味
で
木
工
を
続
け
て

い
る
。
皆
さ
ん
も
、
世
界
で
た

だ
一
つ
の
ア
ー
ト
作
品
の
制
作

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

「
お
地
蔵
さ
ん
作
り
」

　

材
料
は
、
白
粘
土
（
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
等
）。
使
う
道
具
は
、

竹
箸
一
本
（
先
端
細
く
）、
果

物
ナ
イ
フ
。
製
作
工
程
は
、
手

の
平
で
親
指
が
見
え
る
程
度
の

粘
土
を
軽
く
握
る
。
先
端
に
ダ

ン
ゴ
を
作
り
、優
し
く
撫
で
る
。

お
地
蔵
さ
ん
の
あ
た
ま
に
な

る
。
手
を
広
げ
粘
土
に
つ
い
た

指
の
型
は
、
袈
裟
衣
の
柄
に
な

る
。
胸
元
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ

に
合
掌
の
手
を
組
み
入
れ
、
正

面
を
作
る
。ダ
ン
ゴ
に
目
鼻
口
、

横
に
耳
を
埋
め
込
む
。
可
愛
い

お
地
蔵
様
の
誕
生
だ
。
乾
燥
さ

せ
て
彩
色
す
る
。
一
層
見
栄
え

が
良
く
な
り
必
ず
安
全
を
守
っ

て
く
だ
さ
る
。小
型
に
す
れ
ば
、

カ
バ
ン
や
車
の
片
隅
に
つ
け
ら

れ
る
。

　

次
は
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
だ
る

ま
さ
ん
は
如
何
。
今
か
ら
髭
書

き
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
。

　

家
電
に
弱
い
私
は
、
娘
婿
に

お
世
話
に
な
る
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。
近
く
に
住
ん
で
い
ま

す
の
で
何
か
あ
る
と
す
ぐ
に
駆

け
付
け
て
助
け
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
本
当
に
心
強
く
ま
さ
に

渡
り
に
舟
で
す
。
娘
婿
は
、
幼

少
の
こ
ろ
か
ら
恵
ま
れ
な
い
こ

と
が
多
く
随
分
苦
労
さ
れ
た
よ

う
で
、
他
人
の
気
持
ち
が
汲
み

と
れ
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
助
け

て
く
れ
ま
す
。
実
直
で
頭
の
回

転
も
よ
く
、
と
て
も
優
し
く
心

配
り
が
で
き
ま
す
。
私
に
と
っ

て
本
当
に
大
切
な
存
在
で
す
。

時
々
、
お
料
理
を
届
け
た
り
し

て
お
礼
に
変
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
娘
の
家
族
と
お
互

い
助
け
合
っ
て
生
き
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

　

茨
み
ち
を
“
冬
来
た
り
な
ば

春
遠
か
ら
じ
”
と
心
し
て
生
き

た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。
本
当

に
嬉
し
く
て
合
掌
で
す
。

　

夫
は
「
後
期
高
齢
者
」
と

な
っ
た
途
端
に
体
が
弱
り
、
こ

の
度
五
回
目
の
入
院
と
な
り
ま

し
た
。
身
体
を
大
事
に
し
て
、

気
根
か
い
に
動
い
て
い
ま
し
た

が
、
血
液
検
査
で
病
気
が
わ
か

り
、
現
在
も
入
院
中
で
す
。
感

染
症
対
策
で
面
会
は
で
き
ず
、

心
配
で
食
が
進
み
ま
せ
ん
。
で

も
、親
戚
や
家
族
に
支
え
ら
れ
、

励
ま
さ
れ
て
何
と
か
日
を
送
っ

て
い
ま
す
。
嫁
い
だ
娘
は
「
お

母
さ
ん
、
何
も
食
べ
て
な
い
ね

ん
や
ろ
」
と
言
っ
て
、
た
び
た

び
食
品
を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま

す
。
と
て
も
あ
り
が
た
く
、
喜

ん
で
い
ま
す
。　

　

節
分
の
日
も
、
立
派
な
巻
寿

司
を
く
れ
ま
し
た
。
一
人
黙
っ

て
食
べ
て
い
る
と
、
夫
の
留
守

の
寂
し
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
身
に

染
み
ま
す
。
夫
婦
は
二
人
で
一

人
だ
な
あ
と
、
今
更
な
が
ら
思

い
知
り
ま
し
た
。
退
院
で
き
て

ど
ん
な
困
難
に
ぶ
つ
か
る
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
残
り
の
人

生
を
元
気
に
乗
り
切
り
た
い
と

毎
日
思
っ
て
い
ま
す
。

　

思
い
出
は
自
分
が
生
き
て
来

た
事
の
「
証
」
で
あ
り
、
自
分

の
尊
厳
に
結
び
つ
く
よ
う
に
思

い
ま
す
。
私
た
ち
老
人
に
と
っ

て
一
番
の
財
産
は
今
迄
の
人
生

で
築
い
て
き
た
思
い
出
だ
と
思

い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
頃
の
こ
と
、
青
春

時
代
の
戦
中
戦
後
の
に
が
い
思

い
出
。
仕
事
や
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

に
ま
つ
わ
る
事
。
結
婚
式
や
子

ど
も
、
孫
た
ち
、
友
人
知
人
等

の
悲
喜
こ
も
ご
も
の
思
い
の
つ

ま
っ
た
大
切
な
こ
と
。
老
人
の

私
た
ち
の
歩
ん
で
き
た
道
な
ど

を
思
う
時
、
胸
の
高
鳴
り
を
感

じ
ま
す
。

　

今
の
世
代
で
は
体
験
し
え
な

い
事
も
多
く
あ
り
、
話
す
側
も

聞
く
側
も
生
き
て
い
く
上
で
何

か
参
考
に
な
る
事
も
無
き
に
し

も
非
ず
で
す
。
時
代
の
変
化
と

と
も
に
話
し
に
く
く
、
聞
き
づ

ら
い
現
世
故
、
私
た
ち
老
人
は

色
々
の
想
い
出
を
心
に
秘
め
つ

つ
、
宝
物
と
し
て
浄
土
に
持
っ

て
ゆ
く
べ
し
と
心
得
て
い
ま

す
。

　

秀
吉
は
晩
年
「
神
」
に
な
り

た
い
と
願
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

没
後
、
豊
国
神
社
が
建
立
さ
れ

祀
ら
れ
た
。
家
康
は
東
照
宮
に

眠
っ
て
い
る
。

　

人
は
人
生
の
終
盤
、
こ
の
世

に
生
き
た
証
を
残
し
た
い
と
思

う
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
与
謝

野
晶
子
は
「
劫
初
よ
り
つ
く
り

い
と
な
む
殿
堂
に
吾
も
こ
が
ね

の
釘
一
つ
打
つ
」
と
詠
い
、
後

生
に
金
字
塔
を
立
て
た
。
権
力

の
あ
る
人
や
、
才
能
豊
か
な
人

は
後
世
に
残
す
も
の
が
あ
る
。

凡
人
に
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

は
考
え
も
及
ば
な
い
。

　

今
の
私
は
、
農
家
に
生
ま
れ

少
し
の
土
地
で
は
あ
る
が
管
理

し
て
い
く
の
が
運
命
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
勤
め
の
仕
事
を

離
れ
、
毎
日
が
日
曜
日
。
村
の

役
や
勤
め
て
い
た
Ｏ
Ｂ
の
仕

事
。
遊
び
の
誘
い
。
都
合
が
つ

く
限
り
、
断
ら
な
い
で
参
加
す

る
。
友
だ
ち
と
の
交
流
を
旨
と

し
て
い
る
。
お
か
げ
で
カ
レ
ン

ダ
ー
は
半
分
以
上
が
埋
ま
っ
て

い
る
。

　

気
の
置
け
な
い
友
人
十
人
程

で
花
づ
く
り
を
し
て
い
る
。
月

一
回
の
作
業
で
、
夏
は
矮
性
の

百
日
草
、
秋
は
葉
牡
丹
と
菊
を

作
り
、
鉢
に
移
植
し
て
施
設
へ

配
る
。
作
業
の
終
わ
り
に
は
皆

で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
。
少
々
の
土

地
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
で
作
っ

た
野
菜
は
知
り
合
い
や
友
人
に

食
べ
て
い
た
だ
く
。
友
人
と
喜

び
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
余
生

を
送
り
た
い
と
願
う
。

　

娘
の
頃
、
ほ
ん
の
少
し
の
間

で
す
が
お
菓
子
を
製
造
さ
れ
て

い
る
お
店
で
働
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

店
で
は
、
和
菓
子
、
パ
ン
等

が
ど
ん
ど
ん
作
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
学
校
の
昼
食
用
の
パ
ン
を

売
る
の
に
も
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
っ
て
、
買
っ
て
も
ら
う
こ
と

も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
る
時
、
お
店
で
ト
レ
ー
に

載
せ
ら
れ
た
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム

を
ウ
イ
ン
ド
ウ
に
並
べ
よ
う
と

し
て
「
そ
れ
は
中
の
ク
リ
ー
ム

が
入
っ
て
な
い
よ
」
と
お
菓
子

職
人
の
お
じ
さ
ん
に
言
わ
れ
て

「
あ
れ
っ
」
と
思
い
ま
し
た
。

形
が
で
き
て
い
て
も
中
の
ク

リ
ー
ム
が
入
っ
て
な
か
っ
た
の

で
す
。〝
大
笑
い
〟

　

今
も
大
好
き
な
シ
ュ
ー
ク

リ
ー
ム
を
食
べ
る
た
び
に
な
つ

か
し
く
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

も
の
作
り

下
市
町

大
西　

康
弘（
98
歳
）

娘
婿
の
温
か
い
心
に

感
謝
の
日
々

大
和
郡
山
市

川
本　

惠
子（
79
歳
）

夫
婦
は
二
人
三
脚

葛
城
市

阪
口　

君
代（
78
歳
）

思
い
出
は
老
人
の

生
き
て
き
た
証

天
理
市

堀
内　

房
子（
98
歳
）

喜
び
を
分
か
ち
合
う

天
理
市

村
井　

稔
正（
80
歳
）

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム

大
和
郡
山
市

村
田　

博
子（
83
歳
）

会
員
随
想

お茶やコーヒーを飲みながら好きな音楽
を楽しみたいという方に人気の趣味です。

新聞などに投稿したり、作品を集めて出版
するなど将来の夢にもつながる趣味です。

手軽にできる健康法として、年代を問わず
に人気のある趣味です。

自然に触れながら行うので癒し効果があり
健康にも良い趣味として人気があります。

時間的余裕のできる高齢者の方に、圧倒
的な人気のある趣味が旅行です。

お茶やコーヒーを飲みながら好きな音楽
を楽しみたいという方に人気の趣味です。

新聞などに投稿したり、作品を集めて出版
するなど将来の夢にもつながる趣味です。

手軽にできる健康法として、年代を問わず
に人気のある趣味です。

自然に触れながら行うので癒し効果があり
健康にも良い趣味として人気があります。

時間的余裕のできる高齢者の方に、圧倒
的な人気のある趣味が旅行です。

旅行 家庭菜園・ガーデニング 音楽鑑賞

その他その他ウォーキング・ジョギング 俳句・詩作

旅行 家庭菜園・ガーデニング 音楽鑑賞

ウォーキング・ジョギング 俳句・詩作

趣味を持つことにより、毎日の生活にも張り合いが生まれ、
心身の健康と若さを保つ効果もあります。複数の趣味を持
ち、人生を楽しく素晴らしいものにしていきましょう。

趣味を持つことにより、毎日の生活にも張り合いが生まれ、
心身の健康と若さを保つ効果もあります。複数の趣味を持
ち、人生を楽しく素晴らしいものにしていきましょう。

登山、温泉めぐり、
楽器演奏、パソコン、
囲碁・将棋などがあります。

登山、温泉めぐり、
楽器演奏、パソコン、
囲碁・将棋などがあります。

高齢者 人気高齢者 人気ののにに 趣味趣味趣味
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幼
少
の
記
憶
頼
り
て
無
造
作
に
歌
詠
み
初そ

め
し
七
十
余
歳

葛
城
市　

外
輪
加
寿
代

退
院
を
欲
す
る
夫
に
は
悪
い
け
ど
老
々
介

護
の
不
安
に
た
じ
ろ
ぐ

葛
城
市　

阪
口　

君
代

目
を
覆
う
自
然
の
恐
怖
魔
の
如
く
津
波
に

追
わ
れ
町
は
火
の
海桜

井
市　

森
本　

和
雄

モ
ス
ク
よ
り
ア
ザ
ー
ン
の
知
ら
せ
モ
ロ
ッ

コ
の
今
日
の
夕
焼
火
煙
の
よ
う
な
と

大
和
高
田
市　

木
村　

博
子

露
天
風
呂
に
映
え
し
月
の
冴
え
わ
た
り
頬

を
撫
で
ゆ
く
英
虞
の
潮
風

大
和
高
田
市　

今
中
恵
美
子

楚
々
と
咲
く
り
ん
ど
う
の
花
見
る
た
び
に

遠
き
昔
の
思
い
出
と
遊
ぶ

大
和
郡
山
市　

川
本　

惠
子

河
口
湖
の
今
宵
の
宿
の
眼ま
な
か
い交
に
雪
積
む
富

士
山
大
き
く
迫
り
ぬ橿

原
市　

杉
田　

恭
子

子
は
い
い
な
親
の
財
布
は
考
え
な
く
て
行

き
た
い
処と
こ
ろ

好
き
に
選
べ
て

天
理
市　

岩
本　

芳
子

わ
が
里
の
古
民
舞
で
出
演
せ
し
大
阪
万
博

の
想
い
出
半
世
紀
経
て

田
原
本
町　

西
本　

久
子

虫
の
音
に
迎
え
ら
れ
登
る
満
月
は
私
の
窓

辺
を
こ
う
こ
う
と
照
ら
せ
し

山
添
村　

中
上
千
代
子

い
つ
迄
の
命
愛
し
て
恙
が
な
い
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
窓
は
ゆ
か
し
く

山
添
村　

今
中　

幸
子

冬
景
色
一
変
し
た
る
能
登
半
島
変
わ
ら
ぬ

絶
景
輪
島
の
夕
日

川
西
町　

井
澤　
　

徹

お
日
様
が
無
言
の
二
人
に
問
い
か
け
る
言

う
事
な
し
か
聞
く
事
な
し
か
と

大
和
郡
山
市　

松
本　

義
徳

嫁
植
え
し
ア
ー
モ
ン
ド
の
木
に
白
き
花
咲

く
を
見
て
実
り
楽
し
む

大
和
郡
山
市　

村
田　

博
子

身
長
が
伸
び
ゆ
く
孫
を
見
や
り
つ
つ
吾
を

越
す
時
は
い
き
お
り
し
か
と

葛
城
市　

村
田　

和
子

還
暦
で
職
を
離
れ
て
農
に
励
む
楽
し
み
過

す
穏
や
か
な
日
々

葛
城
市　

松
村　

澄
子

真
夏
日
の
蝉
の
は
げ
し
く
鳴
い
て
い
た
思

い
出
す
な
り
兄
に
命
日

葛
城
市　

三
島
チ
ズ
子

幾
度
も
苦
難
を
越
え
て
人
間
は
滅
び
ず
歴

史
は
続
き
ゆ
く
な
り天

理
市　

堀
内　

房
子

謝
意
込
め
て
さ
り
げ
な
く
出
る
「
お
お
き

に
」
と
心
ぴ
り
っ
と
よ
り
親
密
に

天
理
市　

阪
口　

雅
子

草
丈
の
わ
ず
か
に
伸
び
て
菜
種
梅
雨

大
和
高
田
市　

木
村　

博
子

庭
隅
の
定
位
置
確
保
蕗
の
薹

王
寺
町　

丸
矢　

通
生

木
瓜
の
花
今
朝
も
小
康
赤
々
と

大
和
郡
山
市　

松
本　

義
徳

野
あ
や
め
の
咲
く
道
ハ
ミ
ン
グ
し
て
帰
る

天
理
市　

豊
島　

和
美

四
月
早
や
旅
の
予
約
決
め
か
ね
し

葛
城
市　

三
島
チ
ズ
子

春
月
や
念
を
込
め
て
合
掌
す

川
西
町　

井
澤　

清
美

日
脚
伸
ぶ
日
々
の
散
歩
の
数
の
ふ
え

大
淀
町　

庄
司　

久
子

啓
蟄
や
杖
を
出
し
て
は
み
た
も
の
の

葛
城
市　

外
輪
加
寿
代

遠
く
住
む
曽
孫
に
小
包
お
年
玉

葛
城
市　

松
村　

澄
子

散
歩
道
長
寿
も
う
れ
し
花
筏

田
原
本
町　

西
本　

久
子

や
っ
と
終
ゆ
コ
ロ
ナ
は
五
類
猫
の
恋

河
合
町　

野
村　

継
男

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
言
葉
し
み
じ
み
春
近
し

山
添
村　

今
中　

幸
子

手
足
出
て
骨
格
出
来
し
蛙
の
子

御
杖
村　

匿
名

今
日
よ
り
も
明
日
を
夢
見
る
卒
寿
か
な

葛
城
市　

松
村　

澄
子

歳
忘
れ
八
十
路
半
ば
の
坂
登
る

天
理
市　

岩
本　

芳
子

五
月
ば
れ
百
才
体
操
に
は
げ
む
老
い

田
原
本
町　

西
本　

久
子

暴
言
を
は
い
て
自
分
が
つ
ら
く
な
り

葛
城
市　

外
輪
加
寿
代

泣
か
す
な
と
誰
で
も
泣
い
て
育
つ
の
に

下
市
町　

桶
谷　

忠
博

友
寄
れ
ば
ま
た
始
ま
っ
た
夫
の
愚
痴

葛
城
市　

三
島
チ
ズ
子

行
か
ん
け
ど
木
戸
銭
幾
ら
閻
魔
様

大
和
郡
山
市　

稲
垣　

明
子

た
わ
い
な
い
話
は
ず
み
て
日
向
ぼ
っ
こ

天
理
市　

阪
口　

雅
子

白
寿
越
え
古
事
記
聞
か
せ
る
曽
孫
に

大
和
郡
山
市　

石
原　

久
治

コ
ス
モ
ス
が
揺
れ
て
や
さ
し
く
な
る
私

大
和
高
田
市　

川
合　

祐
子

気
に
し
て
も
人
は
見
て
な
い
し
み
と
し
わ

生
駒
市　

松
本
加
代
子

食
節
制
血
糖
値
気
に
し
て
日
々
散
歩

大
淀
町　

庄
司　

久
子

詩
吟
か
ら
歴
史
学
べ
て
脳
活
性

生
駒
市　

大
塚　

嘉
子

腰
に
メ
ス
七
年
今
も
友
プ
ー
ル

葛
城
市　

猪
木　

武
久

南
天
の
赤
き
心
は
乙
女
な
り

東
吉
野
村　

吉
田
ヨ
シ
子

山
奥
の
不
便
な
所
人
気
な
り

大
和
郡
山
市　

上
田　

周
治

木
瓜
の
花
庭
の
片
隅
あ
か
る
く
す

田
原
本
町　

今
西　

良
子

春
昼
や
真
顔
の
猫
の
欠
伸
か
な

大
和
郡
山
市　

松
本　

義
徳

還
付
金
留
保
金
と
読
み
替
え
る

川
西
町　

井
澤　
　

徹

猛
暑
日
に
洗
濯
物
は
超
高
速
乾

山
添
村　

中
上
千
代
子

小
西
榮
依
子　

選

上
辻　

蒼
人　

選

中
城　

裕
子　

選

お
詫
び
と
訂
正

　

令
和
六
年
一
月
一
日
号
（
百
八
十
五

号
）十
四
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の「
短
歌
」「
俳

句
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

＊
短
歌

・
二
段
三
行
目
の
お
歌

　
「
誤
」
見
張
り
き

　
　
　

→
「
正
」
頑
張
り
き

・
二
段
四
行
目
の
作
者
名

　
「
誤
」
坂
口
君
代

　
　
　

→
「
正
」
阪
口
君
代

＊
俳
句

・
二
段
十
行
目
の
作
者
名

　
「
誤
」
山
西
眞
希
子

　
　
　

→
「
正
」
西
田
眞
希
子

・
二
段
十
四
行
目
の

　

�「
秋
野
菜
蒔
く
旬
に
が
し
て
仕
舞
け

り
」
の
句
の
作
者

　
「
誤
」
河
合
町
野
村
継
男

　
「
正
」
大
淀
町
庄
司
久
子

・�
二
段
十
五
行
目
の
「
黄
水
仙
…
」
は

削
除

　

読
者
の
皆
さ
ま
、
関
係
者
の
皆
様
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

諸説ありますが、流しそうめん発祥の地は宮崎県の高千穂町で、暑い夏の野良仕事
の際に野外でそうめんを茹で、竹と高千穂峡の冷水を利用して涼を得た光景から、
思いついたと言われています。また、「流しそうめん」は竹樋流
しですが、テーブルの周りを流れる水流で食べるのは「そうめ
ん流し」と言います。発祥は、鹿児島県指宿市の唐船峡です。
唐船峡の清水は1日10トンも湧出するため、昭和37年に観光
アピールとしてそうめん流しが始まりました。

諸説ありますが、流しそうめん発祥の地は宮崎県の高千穂町で、暑い夏の野良仕事
の際に野外でそうめんを茹で、竹と高千穂峡の冷水を利用して涼を得た光景から、
思いついたと言われています。また、「流しそうめん」は竹樋流
しですが、テーブルの周りを流れる水流で食べるのは「そうめ
ん流し」と言います。発祥は、鹿児島県指宿市の唐船峡です。
唐船峡の清水は1日10トンも湧出するため、昭和37年に観光
アピールとしてそうめん流しが始まりました。

野良仕仕野良仕
景から、から、景から、
仕事仕事

空になった牛乳パックやペット
ボトルを希望の長さまでつなげ
て、そうめんの通路にすること
ができます。お孫さんと一緒に
作ってみてはいかがでしょうか？

お家で簡単流しそうめん
お孫さんと手作りしよう！

大
だい

 椿
ちん

 寿
じゅ
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◆随想の投稿について
　◦ �1 作品 400 字以内。割り付け上、主旨を変えずに編集することが

あります。
　◦題名、住所、氏名、年齢、電話番号、所属老人クラブ名を明記
　◦紙面の都合上、掲載できない場合があります。原稿は返却いたしません。
◆短歌・俳句・川柳の投稿について
　◦はがきで投稿してください。
　◦�それぞれの選者にそのまま審査をお願いしますので、種類別に 1

枚のはがきに 3 首まで記入してください。
◆締め切り　◦ 1 月号…9 月末日　　◦ 7 月号…3 月末日
◆送り先
　〒 634-0061 橿原市大久保 320-11 奈良県老人クラブ連合会 大椿寿 係

　このたびは「大椿寿」の発行にあたり
広告のご協賛を賜わり誠にありがとうご
ざいました。本紙は高齢社会の心の糧と
なる情報紙をめざして内容の充実に努力
してまいりますので、今後ともご後援を
賜わりますようお願い申しあげます。

奈良県老人クラブ連合会

　令和 6 年春の叙勲において、吉澤宏さん（桜
井市）が旭日単光章を受章されました。吉澤
さんは、桜井市老連会長を務め、平成 21年か
ら令和元年 5月まで県老連理事、監事、副会
長として活躍されました。老人クラブでの活動
が評価されての受章は、県老連として初めてで
す。この度の受章、誠におめでとうございます。

ご協賛いただいた皆様へ御礼

編
集
後
記

　
「
大
椿
寿
」
は
、
今
号
か
ら

㈱
博
報
社
に
編
集
協
力
を
い
た

だ
い
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に

理
解
と
志
の
あ
る
事
業
者
の
広

告
料
で
発
行
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
紙
面
も
A
4

判
か
ら
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
に
変
更

し
ま
し
た
。
中
身
は
、
こ
れ
ま

で
同
様
、
県
老
連
の
活
動
内
容

の
ほ
か
、
皆
様
か
ら
の
投
稿
等

を
掲
載
し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ

り
良
い
も
の
と
す
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。（
事
務
局
）

投稿規定

老人クラブ「老人の日・老人週間」

健康・友愛・奉仕「全国三大運動」の推進

9月15日は　わが国老人福祉の記念日（原点）です
《主　　唱》全国老人クラブ連合会　　奈良県老人クラブ連合会
《実施主体》市町村老人クラブ連合会　単位老人クラブ
《推進期間》9月 15日「老人の日」から 21日までの 1週間
《実施内容》
　�「健康」「友愛」「奉仕」の全国三大運動を共通運動とし、これらの取り
組みをとおして、高齢者の意欲と姿勢を地域社会に示すものとする

活動目標　⑴地域高齢者の健康づくり・介護予防
　　　　　⑵在宅高齢者やその家族を支援する友愛活動
　　　　　⑶安全・安心の住みよいまちづくりをめざすボランティア活動

⃝ �日頃の健康管理・正しい生活習慣の学習・実践（栄養・運動・休養、喫煙・飲酒、
病気・ねたきり・認知症の予防、歯・口腔の健康づくり、薬の使い方、医療機関
のかかり方、健康手帳やお薬手帳の活用、事故防止等）

⃝ いきいきクラブ体操・健康ウォーキング・シニアスポーツの実施
⃝ 趣味・サークル活動の拡充、おしゃべり会の開催
⃝ 料理講習会・食事会の開催
⃝ 家庭内外での転倒しない環境づくり、ヒヤリ地図の作成
⃝ 健康診断・歯（口腔）の定期検診の受診促進、体力測定会の開催
⃝ 高齢者医療や介護保険など制度・施策の学習　　など

①健康活動

⃝ 関係機関と連携した集いの場つくり（サロン、ふれあい喫茶、居場所の確保等）
⃝ 日常生活の困りごと支援（電球交換、ゴミだし、物の移動、買い物等）
⃝ 情報の伝達・提供（クラブや町内情報、福祉・防犯・災害・避難などの情報）
⃝ �ひとり暮らしや高齢者世帯への安否確認・声かけ・友愛訪問・話し相手・行事等
への参加の呼びかけ

⃝ 認知症への正しい理解、権利擁護などの学習活動　　など

②友愛活動

⃝ 全国一斉「社会奉仕の日」（9月20日）の取り組み
⃝ 公共施設や道路の清掃・美化・緑化・花づくり
⃝ 資源回収・リサイクル活動　⃝ 高齢者施設におけるボランティア
⃝ 地域（子ども）見守りパトロール活動　⃝ 防犯・防災のための活動
⃝ 伝承や他世代交流　⃝ 高齢者や地域から期待される活動への支援　　など

③奉仕（ボランティア）活動

仲間と集い、高齢者の元気な姿を示そう！

私たちは、奈良県老人クラブ連合会の活動を応援しています~
~

● ● ●● ● ●
● ● ● ●

・・

各種日帰り眼科手術対応

眼科一般・白内障・網膜疾患
緑内障・眼形成(まぶたなど)

涙道・斜視・弱視

生駒郡斑鳩町龍田南2丁目250ー5

（0745）74ー5510

安心と信頼の 一級塗装技能士 資格者のいる
当店にお任せ下さい

各種塗装 防水工事 屋外広告 リフォーム全般吹付

JR法隆寺駅西北徒歩5分 銀行前

奈良県知事 許可（般-6）第16491号

0745 75ー5039

あや眼科クリニック
安井 絢子院 長 日本眼科学会 眼科専門医

診 療 時 間 月 火 水 木 金 土

午前診 9 ● ● ● ● ●

午後診14

00

30

：

：

12

17

～

～

00

30

：

： ● ● ● ●

日祝

奈良県葛城市尺土 9-10 あすかビル 2階

TEL. 0745-48-0017
https://www.aya-eye.com/

医療法人 桜雲会

介護老人保健施設

社会医療法人 健生会

大和高田市日之出町13－15
土庫病院との連携で安心です

TEL（0745）23ー5530

入所・短期入所・通所リハビリ・訪問リハビリ

大
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